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奈良市公民館大会
とを 2 月 17 8倫~- 19日 (困

中央公民館

(上三条町23-4

高齢者私の主頚大会も開催
2⑧6 506 

⑧3 2 6 3) 

中央公民館を陰口め市内の210.;泣民館で俗文イじ情報の発信湿地隼濠学習の... 

としでさまざま忽学習活劃わ行われでいま~

その日目闘の学習¢成実を広く市民に9老衰し、公良館利用事者 地鰻社会との適格の"を広
げようと次のとおり公民館大舎を聞きま~.

また 昨年に引き続き 高齢者私の主強大会も聞がれ 21世紀の更忽る発.の"め
高S信者の方々が5つのテーマを置材として 盤薗忽忽書院や費量恕体駿琢どを後俊に庇する

発表をしま~.多くの人の誓加を得っています.

17日ω
。作目摂開 午前9桝一午後5時

公民館で?習した人たもわ水露両・遜 フランス刺

しゅう、写真柑醐パッチ"-タキルトな2畑

作品を展示します.

。人縄について毎日パネル府民汁醐

午前9時半~午徴5時

テマ，;rふ句返ろ弓 みつめよう人織を」

旧日出

印 刷臼叫口ンヲート

~感動的忽マリンバo.，竪 同時1時酬刊1時半
"岡野ホール)

療しい膏療とたくみ~.置で盟る

:'.1111目
..ルダッ~，
定織の月定奏曲

"の舞
わらべ歌理事歓 他

出演司旨

怪本質理子/マリンパ銀貨

古院はるみ/ピアノ伴集

久保明子/マ'1:--バ醐

.松4が真理子(マリンパ集脅}

京.市有音大(現~1!1際大)事攻
釣修了 ，"，事 大阪でヂピzーリザ
イタル開催.東京マ '1ンパフェステ
ィパルテレ円滑副即
日本，<， 関西ヲ fルなと?のオ←ケ
ストヲとの失調貧 マリシバ験室の術場等
編広〈活11.，・外でのf前奏請働も多も .

【申し込み】 はがきに住所氏名電極膏号入..・

いて"1削までに同銅~ファクス判
定闘は刑人でか場合は帽

。作舗展示，宅捜 午前9略字、午後S時
O入棺について苛えるパネル贋示とビデオ鎗鍍

午前9時半、午後5時

19日(8:

C開会行事 午前'"時-w防学(，岡崎ホール)
0*_'翌日陵 午前'"跨苧 γ後零時拘分"階ホル)
児t/女声合唱舞嶋人形麟 .繍奏など各公民

館で昨開喪

。‘・・・私の金賀大会

午後l時一ー2時501r(5機'"-1川
【テ マ'"込の錨<~ fU r 2ll1!f;:に想うH私の家

篠棟H人生の事せとほH美しく老いる』
を.材にLたもの。

【舞a・1
飯悶滑 {揮を‘公民館) 井岡正典{中央公箆"

大西肝(醐公民館) 剛久仁{和措}

小樽'厚生{量判断泊) 軸齢(聖刊瑚}

厳柑ハナ(中央公民館) 凶村正 (飛鳥公民銀)

陵地反'" ('1'失公民館} ・町長敏焚 un健闘会民錨〕
叫子(中央公民館1 枠 0-(刊百公民船
漕国権鉦'"嚇公民館) 丸山..子(三容公民館〉

前111101(平‘岳会提餓) 録本有江{湖毎公民館)
虞配列(醐公民館) 帽不問依榊

O~念鳳演 午後2時針分-，時給分".ホル)
I周回1気象寄鎗家の備体敏緩さん
f大気おじさんJのニ yタネームでolまれる
気象野信家大正'"年3月 徳烏思生

……で明大気 (

汚染気象セ〆ター所長金どの酬を… 
歴任平成冗年気象.会を退帽し 屯と;

腕ア'1-0 ;:t;IU"If*としてテレ町
一ンオーほか醐榊 v
f脅働1も橘穆中

Iテーマ11人剛性を取り戻そうー自然とのふ仇あい
'H_ち?ぶもの」

。作畠霞示発表 "前9時，一一年後3時

。入割程町について唱えるパ怠ル贋示とビデオ'腹膜

午前9時事~牛後3防

組 凶 '-"H110 
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京阪奈学研都市
現地学習会

2月11日は
市民マラソンで交通規制

4帳良 京.大目配め31Uf.!またがって建信容れて
いる岡信文化学術碕.・.は"のゾー， (女化学衝

..・区}からなる"慢紀の瞬.術.盆かな白住主主

肘..，:.AJ:輔の議制闘する・Eしい'"
~tntす. ..，首幽刊輔復元計画宏司叫とす

るゾー川~闘されてお旬岨刊か現と山市

民のみ舎さん仁 よ旬痩鯛.債のてもらSるうと実.，... 
・と曹 2月訪日働午前'"匹、午後4時 ・a倉時
同‘鴫…午前9・eに{時開厳守)中央公民館2陪ロ
ピー ・学置計画ト@午前の.崎山守H エンスプヲ

ザ婿修室で・8町会)・， マ"r金...と.膏.
H町J..・，，，.奈良先a・，...，.It倫大字医大"';1::.'障問
・・・・の・図判定書ん..t'γ後の・ t高山場イェー，
スプ，ザUかを現血掌・1・a・..字についてU.of
吋入れ先の人教の岡修で欄遭指定"す. ・定員

.人明人 ，唱し曲一四1，1d' d 1:<<tIl!.s間

氏名、年"."眠...・いて 21JIlUまで仁必着で
中央公良鑓{司Fω。上 ~..町 2l - 1 ・'36506)ヘ.

"が曇 1 依 I~ 1人限り."必..・.の場合'"・週.

ご燭力をお願いします

..銅移民マモ，ゾシ大会~''t.‘ 2 1l1l!lの「温罰E念

の"，'個.きれます.， ス"・ノ抱陸上・E枝場ス，
ト 告らやまk温句街η返し》と..遭働で"午前'・eか
ら".の闘車開通行.止と。町 gす..らやま*・"の
通行鰻鋼区聞は片・2耳障.の公電通行，金勿ます.現‘の

..奮の借示にSをうてくだ暑い.
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ポイ捨てはやめましょう
---'L、ある美しいまちづくりを~

「ポイ捨て防止に関する条例」を今年から施行

市でl彦、空き缶、空き瓶、たばこの限い熊チューインガムのbみかす怠どのL広

いポイ捨て行為を芯くし、国際文化観光都市として美しい奈良市のまちづくりを進め

ています.

そこで、契化促進也点地媛を指定し II1ftl]を含めた fポイ鎗て防止に関する条例」
を制定し、1月1日から館行しています.

この条例降、まちを美しくすることが狙いです.市民 人ひとり、奈良を航れるた

くさんの人たちに 「ごみを鎗ててlよい11忽い。すばらしい奈良のまちを汚してほしYフ
左手1.，¥. ..Jそんた主意簡を持ってもらい、鎗てられたごみを見つけると給ってあげたら

きっと捨てた人も 「たしhん忽ことをした忽ぁ.懇し、ことをしたtJ~... J と思っても

らえるので!ム

まち'"、みん芯のもの、私たち人ひとりのものです.

契しい奈良のまちをつくり、次也代へ引き継ぐため 私たちの良心を発期しましょ

う。
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